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信州 と 上 越 と の 境 を は し る 
上 信 火 山 帯 . 火山 の 密度 は 
我が国 火山 帯 中 の 首位 . 
間 山 (2542) は 三重 式 コ ニー 
デ の 活 火山 . 天明 の 大 爆発 
は 600 余 の 人 家 を 倒し て 鬼 
押出 を 浴 出 させ た . その 他 
白根 山 (2162), 四阿 山 (2333), 
乗鞍 火山 帯 に は 六 根 清浄 の 
立 男 善 女 に 賑 あ う ナ ンジ ャ 
ラ ホ イ の , 御岳 (3063) が あ 
る . 乗 芝 岳 (3026) は コニー 
デ 型 休 火 山 . 女性 的 な 山容 
の 項 に コロ ナ , 宇宙 線 観 測 
所 が ある . 南ア ルプ ス の 主 
峯 赤 石 岳 (3120) は 男性 的 で 
竜 , 大 井川 の 分 水 鑑 . お 
花 畠 で 美しい 斜面 を も つ . 
北ア ルプ ス は 白馬 連峰 の 主 
峯 白 馬 岳 (2933) は 暮 春 に 頂 
上 か ら 北 方 に 雪 え , 馬 
の 形 に 岩 が 黒く あら 光 れ る . 
雷 渓 と お 花 畠 と スキ ー で 
有名 . 北ア 入り の 根拠 地 は 
上 高地 . 草 青 く 梓 川 の 水 は 
光り , 落日 が 穂高 の 頂き に 
黄金 の 雲 を 揺 貞 させ る . 穂 
高 , 槍 は 山男 た ちの メッ カ . 
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県 の 発電 力 は 全国 の 約 199% 
を 占め て いる . 発電 所 数 は 
百 馬 力 以 上 137, 百 馬 力 以 
下 80, 合計 217 箇所 , 発電 
量 は 約 畠 万 キロ ワッ ト に 及 
ん で いる . さら に 工事 中 ま 
た は 計画 中 の ゃ の 百 作 , 80 
万 キロ ワッ ト が あり , 木 全 
川 支流 王 漠 川 の 滝 越 発 電 所 
三浦 ダム は , 諏訪 湖 の 水量 
に 近く , 天竜 川 の 満 島 発電 
所 は 82000 キロ と いう 大 発 
電 所 で ある . 縛 合 開発 が 実 
施さ れる に つれ , 多く の 社 
会 問題 が 発生 し た 電源 開発 
は , 外交 導 入 に より 日 本 を 
植民 地 化す る と いう 反対 も 
起 っ た . ダム 建設 の た め 水 
没 す る 部 落 は , 必死 の 反対 
陳情 を くり か え し た . 村民 
は "より よき 環境 の 創造 ' を 
目指 し , 他 地 方 へ 入植 し な 
けれ ば な らら ない. 次 , 三 男 
対策 と し て 県 線 合 開発 技術 
学園 が 設立 され た . これ は 
か つて の 開発 青年 隊 だ . 逆 


コー ス だ と いう 反対 も や ある. 
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信濃 路 を 訪ね れ ば , 安楽 寺 
の 八角 三重 才 , 大 法寺 の 三 
重 塔 (見 返り 塔 )、 国分 寺 の 
三重 塔婆 $ 美 し い . 諏訪 神 
社 は 全国 に 分 社 4800 作 社 , 
社 未 社 を 合わ せる と 実に 
千 数 百 社 . 祭神 の 建 御 名 


方 命 は 大 国 主命 の 子 , 国 
譲り 後 , 洲 羽 の 地 を 開い た . 
し か し 信濃 と いえ ば 善光寺 , 
善光寺 と いえ ば 信濃 , 長野 
市 を 「 線 香 の 糞 の 中 」 か ら 生 
ん だ 善光寺 は , 天台 宗 の 大 
勧進 と 浄土 宗 の 大 本 願 と の 
二 頭 宗派 の 上 に の っ た 古 利 . 
本 尊 は 天 笠 , 百済 , 日 本 へ 
と 三国 伝来 の 一 光 三 尊 阿 弥 
陀 如 来 .「 人 も し 生 を うけ 
て 善光寺 に 語 で ざれ ば , 絢 
陀 の 浄土 に 至っ て その 光明 
に 浴 す る を 得 ず 」 と いれ , 
布引 山 (布引 観音 ) の 麓 に 
住ん で いた 無 信心 な 老婆 が , 
「 生 に 引か れ て 善光寺 語り 」 
し た 昔 か ら , 今 で は 39 を 数 
える 宿坊 の 坊さん が 「 善 光 
寺 は 一 度 は 来 て ぉ 二 度 来 な 
い 」 ほ ど 客 引 に 熱心 で ある . 


相原 笠 :- 一 茶 誕生 , 終 


テテ 


枯 の 地 


「 我 里 は どう 霞 ん で も いび 
つ な り 」. 北国 街道 の 野尻 湖 
の 近く に 柏原 村 が ある . 黒 
姫 , 飯綱 の 二 山 を 近く に 仰 
ぐ こ の 半 に , 俳人 小林 一 茶 
が 生ま れ た .「 れ と 来 て 
遊べ や 親 の な い 準 」. 継子 
の 一 茶 は 14 蔵 で 江戸 に 上 り 
俳人 と な っ て 諸国 を 流浪 し 
た . 夏目 成美 を 訪ね た と き 
風 来 が 悪い の で 門人 が 内 に 
入れ て くれ ぬ . 一 茶 は 笑い 
な が ら 土 産 の ソバ を 玄関 に 
お き 「 信 濃 で は 月 と 仏 と お 
ら が そば 」 と 詠ん だ . 50 蔵 
近く に な っ て 故里 に 帰っ た 
が , 父 の 遺産 を めで っ て 継 
母 や 異母 弟 と 争っ た あげ く , 
よう や く 折 半 し て 得 た 安住 
の 家 も , や が て 「 焼 け 土 の , 
ほか りほ か りや 租 さ で ぐ 」 
と , 火災 で 焼け 落ち , 残っ 
た 土蔵 の な か で 65 年 の 一 生 
を 終え た . 「 これ が まあ , つ 
い の 栖 か 雪 五 尺 」. 廊 政 {11 
年 , 辞世 に 「 盟 か ら 盟 に 移 
る ちん ぷん か ん 」, 「 入 ら ば 
今日 , 草 葉 の 陰 ぞ 花 に 花 」. 


ーー 一 一 来 を 記念 する 億 諸 党 


謡曲 「 紅 葉 狩 」 で 平 維 茂 将軍 に 床 せ 
られ た 鬼 女 紅葉 の 棲家 , 器 と ソバ 
と 小鳥 の 放送 で 有名 な 戸隠 . その 
町 並 は 神官 の 家 が ほとん ど 大 部 分 
を 占め て いる 風変わり な と ころ で 
中 社 ( 祭 神 は 天 意 思 兼 命 ) の 門前 に 
は 神主 の 家 が 宿屋 を 兼ね て 39 軒 あ 
る . 宝 光 社 ( 祭 神 は 天 表 春 命 ) 附 近 
に ゃ 門前 町 が あっ た が , 火事 で 失 
旋 れ た . ここ は 昔 篤 長 制 が し か れ 
た 所 で , 今 で ゃ 門 札 に その 名 残 が 
ある .「 眠 たげ な 閑古鳥 

の 木 を 燃やし て , 母屋 で ソバ 汁 を 
作っ て いる な ど , 町 の 宿屋 で は 見 
られ な い 懐 し さ で す 」( 林 英美 子 ). 


信越 国境 近く , 凝 灰 質 集 塊 岩 の 礎 
観 を 呈し て 供え る 戸隠 山 (1911) に 
は , 音戸 隠 大 権現 を 祭る 三 大 寺 が 
あり , 寺領 千石 を 領 し て いた . 比 
拓 山 と 対称 し , 修験 者 の 道場 と し 
て , 役 / 行 者 も この 山 に 九頭竜 を 
封じ た と いう . 僧坊 と て 古来 妻帯 
制 を と り , 神仏 混 清 と も いう べき 
だ っ た が , 明治 維新 に 神仏 混 消 は 
禁じ られ た . そこ で いく た の 仏像 
仏具 、 石 催 を こ ぼ ち , 神社 に 転向 , 
三 院 を 三 社 と し 改め て 戸隠 神社 と 
呼ん だ . 祭神 を 天 手 力 雄 命 と する . 


和則 間 
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稚 代 は 今 で こそ 人 口 1 万 の 
小 都 会 だ が , か つて は 信濃 
第 一 の 大 藩 真田 十 万 石 の 城 
下町 で 股 賑 を 極め た . 永 乱 
3 年, 山本 勘助 が 構築 し た 
海津 城 は 日 本 七 城 の 一 と い 


や れ , 甲 軍 の 要衝 で あっ た . 


徳川 時 代 に 入り , 元 和 8 年 
真田 信幸 が 上 田 か ら 移 封 さ 
れ , 十 余 世 を 以 て 維新 に 至 
っ た . その 間 , 藩 学 の 中 心 
地 と し て , 松代 藩 女 武 学校 
が 設け られ , 今日 その まま 
小学 校 に 使用 され て いる . 
幕末 , 藩主 幸 貫 は 佐久 間 象 
山 を 抜 挫 し , 兵 制 を 洋式 に 
改め , 銃砲 隊 を 組織 し , 松 


代 は 蘭 学 の 中 心地 と な っ た . 


象山 は 名 を 啓 , 長 じ て 修理 
と 呼び , 尊王 開国 論 を 以 て 
天保 10 年 , 海防 八 策 を 上 書 
し た . 元治 元 年 , 水戸 藩士 
振 夷 の 勅 を 請う と 聞き , 単 
身 素 志 を 陳 ぶ べく 山 階 宮邸 
に お ゃ むく 途中 刺客 の 凶 双 
に 倒れ た . 松代 は これ ら の 
歴史 を 今 に 残 し て , 侍 屋 敷 
の 長 土 握 の か げに , 城下 町 


の 空気 を た だ よ 必 せ て いる . 


- 藩主 別邸 


松代 大 本 党 


松代 町 か ら 山 入 へ 一 里 ほ ど , 
西条 村 と いう 蘭 村 に , 土地 
で ムダ アナ と いっ て いる 岡 
窟 が ある . 戦争 終局 に 近 
いこ ろ , 本 土 決戦 に 備え て 
大 本 営 が ここ に 疎開 する は 
ず だ っ た . 穴 は 迷路 の よう 
に 掘ら れ , 入口 数 十 間 は べ 
トン を 固め , 御座 所 に 続い 
て 参謀 室 が 十 作 り .、 ドア ゃ 
は め 板 も 檜 一 枚 板 で , 大 本 
営 か ら 半 町 ほど は な れ て 檜 
造り の 学習 院 も あっ た . 慕 
暮 き の 農 家 は 継 毛 外 を 敷き , 
シャ ン デ リア を 吊 し て 将 校 
宿舎 と な っ た . 完成 し た こ 
ろ に 戦争 が 終っ た . 村民 は 
穴 の 見 物 に 出かけ , いま で 
ゃ 末 代 の 宝 だ と 人 に 見 せる 
菊 紋 章 入 り の 太 箱 な ど を お 
土産 に 持っ て 帰っ た . 学習 

の 戦災 狐 児 を 

様 が いた . 中 
央 気象 台 が , 穴 の 奥 に 地震 
計 を 備え て 研究 を は じ め た . 
長野 市 平和 和博 の 時 に パス 会 
社 が 大 本 営 見 物 を あて こん 
だ が あま り 寄 が こ な か っ た -. 


日 本 電信 琴 冬 の 地 


松代 は 蘭学 者 佐久 間 象 山 の 
影響 に よっ て , 泰 西 娘 化 を 


紹介 され る 機会 が 多かっ た -. 


例え ば 松代 藩 は 種 瘍 を 試み 
た こと あり, また 象山 は 
この 町 で 日 本 で 初め て の 電 


信 の 実験 を 行っ た と も いう - 


日 本 最初 の 電信 線 は , 明治 
11 年 5 月 由緒 ある 長野 県 を 
縦断 し て 東京 ・ 新 潟 間 に 和 架 
設 さ れ , 上 田 , 長野 に 分 局 
が 設け られ た . 続い て 13 年 
に は 松本 , 松代 , 福島 , 小 
諸 , 15 年 に 稲荷 山 、18 年 に 
伊那 , 19 年 に 飯田 の | 順 で 電 
信 局 が 設け られ た . な お 電 
話 の 開通 は 電信 より 遅れ て , 
明治 39 年 12 月 の 長野 を 皮 切 
り に 41 年 は 松本 と 上 田 , 40 
年 の 加入 者 は わずか 559 名 
だ っ た が , 45 年 に は 3707 名 , 
大 正 14 年 に は 11567 名 と 次 
第 に 普及 し て いっ た . 郵便 
の ほう は 明治 5 年 7 月 に 松 
本 , 塩尻 , 大 町 , 同年 10 月 
に 長野 , 6 年 に 中 野 と 須 抜 
に 書状 集 函 , 切手 売 鬼 所 が 
設け られ た の を 呈 矢 と する . 


ーーー 


日 本 最初 の 電信 拘 中 


日 本 電信 発祥 の 地 


苦 信濃 国府 が あり , 明治 初 
年 に 高山 県 県 店 が あっ た 松 
本 市 は , と か く 長 野市 と は 
りあ っ て いる . 明治 20 年 に 
は 長野 県 を 苦 通り 筑摩 ・ 長 
野 二 県 に 分 けろ , で な けれ 
ば 松本 に 県 庁 を 移せ と 流血 
の 愉 事 が お きた . 明治 40 年 
に は 脱 隊 設置 を めぐ り , 長 
野 , 松本 の 争奪 戦 と な り , 

結局 , 松本 に 落着 いた . 大 
正 5 年 は 県 立 工 業 学校 の 争 
奪 戦 , これ は 長野 . 大 正 7 
年 は 宿 望 の 高等 学校 の 争奪 
戦 , これ は 松本 . 数 年 前 も 
移 庁 で も め た が 松本 に 「 県 
的 会 議 所 」 を お く こ と に し 


て , な ん と か けり が つい た -. 


諏訪 温泉 手洗 所 


中 野 の 上 店 跡 


と 北 信 


南北 に 長い 長野 県 は , 北信 
と 南 信 と で 性 格 の 違い が 感 
じ ら れ る . 北信 は 一 般 に 東 
京 の 経済 的 影響 を 和 愛 け , 南 
信 は 大 阪 や 名 古屋 の 影響 を 
和 け て いる . 北信 は , いわ 


ば 関東 的 に 地味 好み で あり , 


南 信 は 関西 的 に 派手 好き で 
ある . 北信 の 中 心 長野 市 は 
善光寺 の 門前 町 , 今日 で は 
県 庁 所 在 地 と し て 政治 の 中 
心 、 南 信 の 中 心 松本 市 は 松 
本 城 の 城下 町 . 今日 で は 交 
化 , 経済 の 中 心 と 自 任 し て 
いる . 南 信 の 飯田 市 は , 豊 
橋 に 通ずる 三川 街道 と , 中 
仙道 に 通ずる 大 平 街道 と が 


名 古屋 色 を 流し こん で いる . 


ココ 


ーー le 


ター 


小諸 市 商店 街 


山 に 残る 原始 生活 


深い 山間 . と くに 赤石 山脈 
の 中 に は , 小さ な 集落 が 忘 
れ 去 られ た よう に , 炭焼 き , 
人 竹 取 り , 木の実 拾い な ど を 
生業 と し な が ら , 家 と いっ 
て ゃ 周囲 に コモ を 下げ て 風 
を 防ぎ 床 に 産 を 編ん で 敷き , 
まる で 「 信 濃 奇 勝 録 」 で 読 
ん だ 秋山 部 落 の よう な 生活 
を 営ん で いる . 「 箋 作 よ り 
九里 余り 東山 中 に 入 て 秋山 
と いふ 地 あ り , 此 所 は い に 
し へ 平家 の 落 人 隠れ 住む 所 
と いふ …… 征 古 は 五穀 も な 
く 只 若 邑 の み を 作り て 其 根 
を 食 せ し よし . 今 は 山々 の 
貴 を 火 に て 焼 払 ひ , 粟 和 秦 
妻 大 豆 等 を 作り 又は 栃 の 実 
を 拾 ひ て 食 と す 素 よ り 
衣類 は お ろ と いふ 物 に て 造 
る . 此 物 は 山中 に 自然 に 生 
し て 芝 の 如 し . 是 を 刈 て 日 
に 晒し , 水 に つけ て 皮 を 剣 
小 索 に し て 細 に 編 , 福 な き 
外 誰 の 如く に な し て 表 著 と 
す . 老若 男女 玖 子 まで , 皆 
これ を 意 る . 名 づけ て バタ 
と いふ 」( 信 濃 奇 勝 録 五 ). 
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製糸 工場 


- 荒廃 し 


伊那 会 で は 昭和 13 年 ご ろか 
ら , 符 糸 の 共同 組合 連合 会 
と いう や の を 始め て , 上 伊 
那 で は 竜 水 社 , 下伊那 で は 
竜 社 と 名 付け た . これ は 
各 村 の 養 符 組 合 か ら , 製糸 
の た め に 一 時 を あず か る 
組合 で 、 それ ぞ れ か な り の 
規模 の 製糸 工場 持っ て い 
る . それ まで 其 褒 苦 家 は 営 
業 製糸 業者 に た だ 聞 を 売る 
だ け で , い 省 ば 旨い 汁 を 人 


に 吸 軸 れる 心配 が 多かっ た -. 


その 弊 を 改め る た め に 新 し 
い 組 合 製糸 は , 製糸 を 引 芝 
ける と 同時 に , その 販売 面 
ゃ 依 嘱 され た . 竜 水 社 な り 
天竜 社 な り が 萌 を 糸 に し て 
売却 する と , その 売価 か ら 
実際 の 工賃 その 他 を 差引 い 
て , 残っ た 利益 を 養 符 農 家 
に 配分 する こと に し た . し 
か し この よう に 理想 的 な 形 
の 組合 工場 も , 見 る 人 に は 
女工 の 労働 が 厳し すぎ る と 
写る か も し れ な い . 生産 の 
プロ セス 自体 に 問題 が 残さ 


れ て いる の で は な か ろう か . 
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川 の 名 導 


近代 的 な 清浄 野菜 が 諏訪 地 
方 で 栽培 され て いる . 肥料 
は 勿論 化学 肥料 だ け . 特殊 
な 技術 が いる が , 単位 面積 
当り の 収益 が 多く , その 栽 
培 家 は 一般 農家 より ハイ カ 
ラ な 家 に 住め る . 作物 は セ 
ロリ が 圧倒 的 に 多い . 浅間 
菅平 で は キャ ベツ を 抑制 栽 
培 し て 問 境 期 に 出荷 し て い 
る . 御 牧 原 の 薬用 人 夢 と 共 
に 乾燥 し た 涼し い 気候 を 利 
用 し た ゃ の. 茅野 名 産 寒天 
同様 で , 原料 は 伊豆 山 の 
て ん ぐさ. 凍 豆 座 , 凍 こん 

に ゃ く は , も と の 食品 より 
栄養 価 が 高い . 凍 魚 は 冬 の 
点心 と し て 信州 人 の 卿 舌 と 

や もい うべ きゃ の . 豊富 に 
作 さ れる 大 豆 が 原料 の 信州 
味噌 は 有名 . た くん 漬 は 
佐久 地方 が 中 心 で , 乾燥 し 

た 気候 で 千 大 根 を た や すく 
作れ る と ころ か ら 出 発し た . 
吉 ド ん MI その 他 , 県 内 一 円 の ホッ プ 妻 2 訪 計 の さ マ 
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名 古屋 を つく っ た 木材 


木 党 の 伐 木 は 尾 州 藩 徳川 侯 
が 直轄 し て いた . 40 里 も の 
間 , 他 藩 の 領地 を 通過 し て 
運 材 する こと は , 大 藩 の み 
の な し うる と ころ で あっ た . 
上 松 に 伐 木 役所 が あり , 材 
木 泰行 3 人 が 駐在 し , 藩 伐 
木 の 他 に 木 負 分 (地元 民 
の 自家 処分 ), 入会 な ども と 
り し まっ た . 十分 は この 他 
に 吟味 役 , 調 役 , 夫々 2 人. 
現在 の 課長 主任 の 仕事 は 7 
人 の 目付 手 代 が 行い この 
主任 官 の 下 に 手 代 , 内 詰 

代 , 同心 , 山手 代 な ど 今 の 
雇 , 林業 手 に 当る も の 夫々 
10~20 人 . 労働 者 は 庄屋 
(組頭 ) 制 度 で あ り , 庄屋 と 
役人 と の 間 は 旦那 畠 制 度 に 
よっ て 結ば ぼれ て いた . 事業 
所 は 4 て 5 箇所 , 多い 時 は 
20 万 石 ぐ らい 伐採 し た らし 
い . 尾川 落 の 林 制 は 今日 の 
木船 美 林 を 残し た と 同時 に , 
大 藩 に か さ 必 し い 大 が か り 
な 事業 が 二 百 数 十 年 間 の 間 
に 木材 工業 を 発達 させ , 今 
日 の 名 古屋 の 基礎 を 築い た . 


に Y 
っ 


木 


森林 の 三 分 の ー は 国有 林 で 
36 万 町 歩 , 約 2 億 石 . と く 
に 木 箇 の 森林 は , 御岳 山林 
を 中 心 と し た か つて の 御料 
林 の 一 つ . 明治 末年 まで は , 
い ゆ る 木 信 式 運 材 法 で 木 
健 川 を 川 天 り し た も の で 

10~ て 15 万 石 程度 に 過ぎ な か 
っ た が , 大 正 元 年 中 央 線 が 
開通 し て , 森林 鉄道 小川 線 , 
王滝 線 , 野尻 線 な ど が 竣工 
し , 流 送 か ら 陸 送 に 切り 奉 
えら れ て お い お い に 発展 し 
た . 現在 , 1 町歩 当り 蓄積 
3000 石 と いう ヒノ キ を 初め , 
サワ ラ , コウ ヤマ キ , ネズ 
コ , アス ナ ロ は 俗 に いう 木 
明 五 木 . さら に 海抜 1500 米 
以上 に は 木 貧 の 新 五木 と い 
あれ る モミ , ツガ , トウ ヒ , 
チョ ウ セ ンマ ツ , シラ ベ が 
表 蒼 と 茂る . 一 方 , 民有 林 
の 樹種 は アカ マツ , カラ 
2 大 ギ 区 メキ 王 S、 
ツガ 等 だ が , 戦時 中 , 年 々 
6000 町 歩 に 及ぶ 乱 伐 が た た 
り 荒 廃し て し まっ た . 植林 
の 成績 は まだ 思わ し く な い 、. 
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明科 マス 飼育 


- 諏訪 の 通り 


海 岩 線 の な い 山国 の こと だ 
か ら , 水産 は 貧弱 . と いっ 
て まっ た く 漁 村 と 緑 が な い 
少 け で は な い 、. 湖 は 最 
大 の 水産 地 で , 鯉 , 鯛 , ワ 
カサ ギ , 是 な ど が , 年 産 約 
1 億 円 を あげ て いる . だ か 
ら 諏訪 湖 周辺 に は 漁村 も あ 
り , 漁師 の 姿 あ も みか けら れ 
る . その ほか , 稲田 養 鯉 と 
し て 佐久 鯉 が 有名 . 稲田 の 
水 を 利用 し , 義生 の 疲 を 飼 
料 と し て , 年 産 最高 30 万 貫 
に 達し , 京浜 地方 に まで 出 
荷 し た こと も ある . 上 高地 
に は イワ ナ , 明科 に は 水産 
指導 所 が あり , 屋 川 の 水 で 
虹 マ ス の 人 工 明 化 を や っ て 
いる . 上 田 市 に は 農林 省 の 
水産 試験 分 場 , 下諏訪 に は 
温泉 利用 の 水産 指導 所 . し 
か し 何と いっ て も 本 県 全部 
の 漁獲 高 は 吉 要 の 1 割 に も 
達せ ず , 大 部 分 は 県 外 の 海 
か ら 送 られ て くる . 今日 で 
は 貨車 , トラ ッ ク に よっ て 
いる が か つて は 街道 を 峠 越 


に 運び いれ た 貴重 品 だ っ た .~ 
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